
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「新入園・新入学準備のお名前付けに関する意識調査」レポート                            2021年2月2日 

 

２・３月が準備のピーク！ 

「新入園・新入学準備のお名前付けに関する意識調査」を実施 

社  長：宮本 彰 

                               証券ｺｰﾄﾞ：７９６２ 

 

株式会社キングジム(本社：東京都千代田区)は、ラベルライター「テプラ」がお子様の持ち物へのお名前付けに使用さ

れていることから、2020年4月に保育園・幼稚園・小学校に入園・入学したお子様をお持ちの25～45歳の母親 400名に

対して「新入園・新入学準備のお名前付け」に関する意識調査を実施しました。 

◆調査期間：2020年12月24日～25日 ◆調査対象：25～45歳 女性 400名 ◆調査方法：インターネット 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
調査結果トピックス 
 
・約9割が新入園・新入学準備で大変だったのは「持ち物へのお名前付け」と回答！ 

 
・お名前付けした持ち物の点数は21個以上が約7割 
 ― 全体の 26.0％が 51個以上にお名前付け 

 
・現役ママの 51.7％が3月からお名前付けをスタート！「もっと早く始めればよかった」との声も。 
 
・約半数が「コロナ禍で特に意識してお名前付けしたアイテムがある」と回答！  

 
 ・およそ 4人に 1人が、お名前付けにかかる時間は「半日（12時間）以上」と回答。 
 

 



 ■ 約9割の母親が「持ち物へのお名前付けが大変」と回答                  

 「お子様の入園・入学前の準備で、大変だと感じたこと」（複数回

答）を聞いたところ、88.3％の母親が「持ち物へのお名前付けが大変」

という結果になりました。 

 

また、「お名前付けの経験有無」も調査したところ、97.3％の人がお

名前付けをしたことがあると回答しました。「算数セットなど、小さくて

細かいものの名前付けが大変だった。(33 歳・埼玉県)」、「書体を可愛

く書きたかったけど、字が上手く書けなかった(31 歳・広島県)」、「布の

大きさ、文字の色、縫い付ける場所が園で指定されていて、その通り

に行うのが大変だった。(35 歳・神奈川県)」などの意見があり、子ども

の入園・入学準備のなかでも、特に持ち物へのお名前付けに苦労し

ている母親が多いことが分かりました。 

 ■ 約7割が「21個以上」のものにお名前付けをしていた！                            

「お名前付けをした持ち物の点数」を聞いたところ、71.0％が 21 個以上

のものにお名前付けをしていると回答しました。さらに、26.0％は51個以上

と回答し、通園用の着替えや、小学校で使用する筆記用具、算数セットなど

一つ一つに記名が必要な場合もあることが分かりました。 

 

「入園するにあたって紙おむつにも1枚1枚名前を書かなくてはならなか

った。(28 歳・静岡県)」、「おはじきの名前書きが特に大変でした。(41 歳・埼

玉県)」など、お名前付けの量が多くて大変だった、といった回答が目立ちま

した。 

 

また、自分の子どものために、「お名前付けでこだわりたいポイント」 

（複数回答）を聞いたところ、約半数が「絵やマーク、書体、フレームなどで名前ラベルを装飾したい」と回答しました。

「まだ字が読めない子どもに自分の物と分かるように名前の横に車などのマークを書き添えました。(32歳・滋賀県)」な

ど、文字の読めない子どもでも持ち物が判別できるよう工夫している母親がいることが分かりました。 

 ■ 51.7％のママが入学直前の 3月にお名前付けをスタートしている                                   

「お子様の持ち物にお名前付けを開始した時期」を尋ねたところ、

51.7％が「入園・入学する年の 3月（入学月の前月）」でした。 

 

「入園説明会が 2月でギリギリだった。(30歳・大阪府)」、「シールなど

を注文する際は早めにしないと納期が間に合わないことがある。(38歳・

福井県)」など、入園・入学シーズンは直前に持ち物リストが公表されるこ

とも多いため、時間がない中での準備や作業が多いようです。 

 

 

 ■約半数がコロナ禍で特に意識してお名前付けをしたアイテムがあると回答            

「コロナ禍で特に意識してお名前付けをしたアイテムの有無」を調査し

たところ、約半数が「ある」と回答しました。 

 

中でもタオルやコップ、マスクケースなど、個人での管理が重要な持

ち物へのお名前付けの重要性が高まっています。その他の回答では衣

類、マスク、文房具などがありました。 

 

お子様の持ち物へのお名前付け 88.3% 

通園バッグ、給食袋などの裁縫 49.8% 

学用品などの購入 43.3% 

制服など、通園・通学用の衣類の準備 42.5% 

髪型や服装などの身だしなみ 18.0% 

予防接種や、歯科検診など 17.3% 

ひらがなの練習などの事前学習 12.5% 

入園・入学の前年の 12月以前 7.5% 

入園・入学する年の 1月 6.9% 

入園・入学する年の 2月 17.7% 

入園・入学する年の 3月 51.7% 

入園・入学する年の 4月（入学予定月） 8.5% 

覚えていない 7.7% 

タオル、ハンカチ 44.5% 

コップ、食器類 33.7% 

マスクケース 19.3% 

消毒用品 11.6% 

その他 6.7% 

（

（N=400、複数回答） 
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（N=389） 
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（N=389） 
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（N=209、複数回答） 

 



 ■事前準備が重要な入園・入学後のお名前付け                          

「お子様のお名前付けをするときに困った・不満だったこと」（複数回答）については、「お名前付けする持ち物が多か

った」が 64.3％、「お名前付けに時間がかかった」が 44.0％でした。 

およそ 4人に 1人がお名前付けに 6時間以上かかったと回答しており、入園・入学前の準備を始めたものの時間が

かかってしまったという回答が目立ちました。回答の中には「お名前シールを早く買っておけばよかった。(36歳・福島

県)」、「もっと簡単に手軽にできたらいいなと思う。(31歳・埼玉県)」、「名前印刷済のシールやワッペンなど、便利アイテ

ムがしっかり揃っていると名前付けの作業も随分楽になるので、事前に準備しておくのが大切だと思いました。(36歳・

東京)」などの意見がありました。時間がない中での作業を上手く進めるためには、事前にお名前付けアイテムをしっか

り準備することが重要だと分かりました。 

（N=389、複数回答） 

お名前付けする持ち物の数が多かった 64.3% 

お名前付けに時間がかかった 44.0% 

きれいに仕上がらなかった 29.3% 

お名前付けの道具をいろいろ揃えて、お金がかかった 22.6% 

お名前付けをしたい場所にちょうどいい大きさのアイテムがなかった 15.7% 

手作りしたが手間がかかってしまった 10.5% 

お名前付けの道具の数が足りなかった、または余った 8.0% 

オリジナリティに欠けた(他の人とかぶってしまった) 2.3% 

 

参考資料 

 ■ お名前付けにも活用できる、ラベルライター「テプラ」                                 

持ち物へのお名前付けにも活用されているキングジムの「テプラ」は、簡単な操作

で美しいラベルを作れるラベルライターです。豊富な絵文字やフレームを組み合わせ

て、デザイン性の高いオリジナルのラベルを作成できます。 

また、通園バッグや体操着など布製の持ち物にアイロンで接着できる「アイロンラ

ベル」や、ノリのない布製の「りぼん」など、用途に合わせて選べる専用カートリッジも

充実しています。 

「テプラ」は、「欲しいときに手軽に作れる」、「必要になった際に同じラベルを簡単

に追加できる」、「持ち物のサイズにラベルの大きさを合わせられる」、「絵文字や書

体・外枠が豊富」など、お子様のお名前付けに活用できるアイテムとして長年ご好評

をいただいています。 

 

キングジムでは「新入園・新入学準備のお名前付けに関する意識調査」を今後の商

品開発に活かし、家庭用ラベルライターの需要拡大を図ってまいります。 

 

ラベルライター「テプラ」・・・https://kingjim.jp/tepra-pro/ 
お名前付け特設サイト・・・https://kingjim.jp/onamae/ 

 


